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目指すべき方向性

介護施設で感染対策の目標

①持ち込まない
・外来者の体温記録
・職員の体温記録
・職員家族の異常報告

②持ち出さない
・利用者移動時の手洗い
・マスクの徹底
・こまめな清掃

③拡げない
・利用者移動時の手洗い
・マスクの徹底
・こまめな清掃



大前提として「感染ゼロ」は目指さない

新型コロナウイルス対策では、感染ゼロを目指すの
は現実的に困難です。

理由：

基本は37.5ϴ以上の人の入館制限を行うのだが、

無症状感染者がどこに潜伏していてもおかしくない。

いつ、どこででも、安心して検査が受けられる社会
システムがない。



どうするべきなのか？

新型コロナウイルスの特徴をしっかりと把握する必
要があります。

主たる感染経路は飛沫感染

接触感染も言われていますが、手洗いをすれば問題
ない程度 ќノロウイルスほどの感染力はない！
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どこまでの感染対策なら実践可能？

・介護の皆さんが今まで経験してきた感染対策であ
る「ノロウイルス対策」、これに＋マスクが感染対
策実践の基本です！
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介護実践で飛沫対策が難しいシーン１
～食事介助～

＜利用者同士のデイルームでの食事＞

テーブルに透明パーテーション設置が基本

対面・側面ともにパーテーションが良い。

食事中の会話はできるだけ少なく・・・

＜食事介助＞

食事介助では、介護者はマスク＋袖付きエプ
ロン

横からが基本で、声がけをおこないます。



介護実践で飛沫対策が難しいシーン２
～入浴介助～

・特に脱衣・更衣に関しては、マスク着用

・浴室内に移動時に、利用者のマスクを外す。

・介護者はマスク着用困難のため、手技は基本的
に後ろ側から行い、飛沫対策で正面を向き合わな
いようにする。



介護実践で飛沫対策が難しいシーン３
～カラオケ

・歌う人と２Ｍ以上離れる

・交代毎にマイクをアルコール清拭

・ステージ側と観客側には透明仕切りを設
置

β透明な仕切板は1000円程度のハンガーに
透明なテーブルクロス1000円で簡単作成！



介護実践で飛沫対策が難しいシーン４
～送迎

・車に乗せる段階で体温チェック

β37.5ϴ以上では送迎中止

・利用者のマスク着用をお願いする

・送迎者移動中は、エアコンつける＋5センチ程度

窓を開けて換気しながらの移動



介護実践で飛沫対策が難しいシーン５
～マスク着用困難な利用者

・マスク着用が困難な利用者も存在します。

・マスクがどうしてで着用できない場合でも、

介護者のマスク着用の徹底で対応します。

・マスクをするのが難しい利用者の場合は、

デイルームなどの共有スペースでの利用を

少なくする対応となります。



①個室隔離

②保健所連絡

③行政連絡

④家族連絡

⑤協力病院連絡

慌てないことが重要

新型コロナ感染
者が発生したら
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個室隔離を行う場合の対応

・発熱発生者が出たら個室での隔離対応



感染対策の基本①
マスクの外し方

株式会社サラヤ さんの画像資料を転載



感染対策の基本②
アルコールを用いた手洗い 株式会社サラヤ さんの画像資料を転載



感染対策の基本③
～手袋の外し方

株式会社サラヤ さんの画像資料を転載



感染対策の基本④
ガウンテクニック
～脱ぐ時が一番危険

プラスティックエプロン・ガウンは
汚染面に触らないが基本です。

表面を触らない手技を学んでいきま
しょう。

いざという時の練習を頑張ってみま
しょう。

袖付き・袖なし、どちらも同じ手技
です。


